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大崎駅西口地区におきましては、平
成１４年に地区計画を都市計画決定し、
各地区の整備計画の具体化に合わせ、
段階的に地区計画の変更を行っており
ます。
このたび、Ｆ南地区及びＥ西地区に

おいて、新たに整備計画が具体化した
ことを踏まえ、大崎駅西口地区地区計
画の変更に関する都市計画手続きを進
めていく予定でございます。
本日の説明会は、その内容や縦覧等

の都市計画手続きについて説明させて
いただくものです。
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はじめに

大崎駅西口地区の概要

大崎駅西口地区に関する主な上位計画

内 容

昭和５７年 「東京都長期計画」を策定（東京都）

平成６年 「大崎駅西口地区のまちづくり」を策定（品川区）

平成９年 「副都心整備計画」を策定（東京都）

平成１１年 大崎駅西口地区まちづくり協議会設立

平成１３年 「市街地整備基本方針」を策定（品川区）

平成１４年 大崎駅西口地区地区計画都市計画決定（今回のF地区を除く）

平成１７年 「大崎駅西口地区デザイン・ガイドライン」を策定（大崎駅西口地区まちづくり協議会）

平成１６～２０年 A・C・D・E東・E南地区の地区整備計画を変更（計５回）

平成２５年 「品川区まちづくりマスタープラン」を策定（品川区）

平成２９年３月 「大崎駅西口地区デザイン・ガイドライン」を改定

・所在地 ：品川区大崎二丁目及び大崎三丁目各地内

・区域面積 ：１１．４ｈａ

・用途地域 ：商業地域、近隣商業地域、準工業地域、第一種住居地域

・指定建蔽率：６０％

・指定容積率：５００％、３００％

空間機能のゾーニング 歩行者ネットワーク

■ 経緯

■地区計画の区域

Ｆ北地区

Ｆ南地区

Ｅ東地区

Ｅ南地区

Ｅ西地区

Ａ地区

Ｃ地区

Ｄ地区

Ｆ東地区

：地区計画の区域

（既決定）

：地区計画の区域を

拡大する区域

凡例

：地区計画の区域

凡例

■大崎駅西口地区デザイン・ガイドライン

（平成２９年改定 大崎駅西口地区まちづくり協議会）

■品川区まちづくりマスタープラン

（平成２5年策定 品川区）

B地区
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まちづくり方針   都の副都心にふさわしい機能強化と

（大崎駅周辺地域）  先導的なまちづくり活動を展開する地域
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■再開発等促進区を定める地区計画とは
まとまった低・未利用地など相当程度の土地の

区域において、円滑な土地利用転換を推進するた
め、公共施設等の都市基盤整備と優良な建築物等
の一体的整備に関する計画に基づき、土地の合理
的かつ健全な高度利用と都市機能の増進を図ると
ともに、一体的、総合的な市街地の再開発又は開
発整備を行うことを目的とした制度

■大崎駅西口地区地区計画の構成

○地区計画の目標 【変更なし】

○区域の整備、開発及び保全に関する方針

・公共施設等の整備の方針 【今回変更】

・建築物等の整備の方針 【今回変更】

○再開発等促進区

・土地利用に関する基本方針 【今回変更】

・主要な公共施設の配置及び規模 【今回変更】

○地区整備計画

・地区施設の配置及び規模 【今回変更】

・建築物等に関する事項 【今回変更】

■建築物等の整備の方針

・都市構造上の位置付け、都市基盤施設の整備水準などを勘案して、将来見直すことを想定した容積率を、業務、

商業機能を中心とした副都心の中核となる拠点市街地を形成するＣ地区、Ｅ東地区及びＥ南地区については、

おおむね５００％、拠点市街地をとりまく複合市街地を形成するＡ地区、Ｂ地区、Ｄ地区及びＦ南地区につい

ては、おおむね４００％、Ｅ西地区については、おおむね３００％と設定する。

■土地利用に関する基本方針

・Ａ地区、Ｄ地区及びＦ南地区は業務、商業、居住機能等、既存機能の再編整備を図る。

・Ｂ地区及びＥ西地区には業務、研究開発機能等の導入を図る。

・ Ｆ北地区は副都心市街地と後背住宅地の緩衝機能として寺院用途を維持継続する。

■公共施設等の整備の方針
・大崎駅と地区西側住宅市街地との高低差を解消し、地区周辺居住者のための駅への円滑なアクセス通路を確保
するため、Ａ地区、Ｃ地区、Ｄ地区、Ｅ東地区及びＦ地区を通る歩行者デッキネットワークを形成する。

■ 地区計画の区域

地区計画変更案の概要について

■ 今回変更する地区整備計画の区域

■地区計画とは
地区の課題や特徴を踏まえ、地区の目指すべき

将来像を設定し、その実現に向けて都市計画に位
置づけて「まちづくり」を進めていく手法

変更前 変更後

地区計画の区域面積 約９．１ｈａ 約１１．４ｈａ

再開発等促進区の区域面積 約９．１ｈａ 約１０．１ｈａ

地区整備計画の区域面積 約９．１ｈａ 約１０．１ｈａ

※ 追加・変更箇所を示す

：地区計画の区域

：今回変更する地区

整備計画の区域

凡例

■ 地区計画の区域

：地区計画の区域

（既決定）

：地区計画の区域を

 拡大する区域

：再開発等促進区及び

地区整備計画の区域

凡例

■大崎駅西口地区地区計画の目標
環状メガロポリス構造を構成するセンターコア

において、中核拠点に位置付けられている副都心
を形成するとともに、品川区が構想する都市活性
化拠点の形成を推進するため、研究開発型産業を
中心とする業務機能の集積を図るとともに商業機
能、居住機能等の多様な機能が調和した街づくり
を進める。また、土地利用転換に併せた土地の高
度利用を図るとともに、交通広場等の都市基盤施
設整備やＪＲ大崎駅東西市街地を一体化する歩行
者ネットワークの形成などにより、高度な機能集
積や交通結節機能の強化及び防災性の向上を図
り、魅力とにぎわいのある良好な都市空間を形成
する。



種類 名 称 面積及び幅員 延 長 備 考

そ

の

他

の

公

共

空

地

広場状空地８号 約１,000㎡ － 新設

歩行者通路９号 ３ｍ
約１３５ｍ

（既設約９５ｍ）

一部新設

（デッキレベル）

歩行者通路１０号 ４ｍ 約６５ｍ
新設

（デッキレベル）

歩行者通路１１号 ４ｍ 約９５ｍ
新設

（デッキレベル）

緑道１号 ２ｍ 約５０ｍ 既設

緑道２号 ２.７ｍ 約２５ｍ 新設

緑道３号 ４～７.５ｍ 約９０ｍ 新設

緑地 緑地 約３８０㎡ － 一部新設

■ 主要な公共施設の配置及び規模（追加するもの）

地区の区分
名 称 E西地区 F南地区 F北地区

面 積 約０.3ｈａ 約０.6ｈａ 約０.5ｈａ

建築物等の用途の制限 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第６項から第９項各号の一に該当する営業の用に供
する建築物は建築してはならない。

建築物の容積率の最高限度 １０分の３０

１０分の６５

ただし、住宅等の用途に供する部分の容積率を
１０分の２０以上としなければならない。

－

建築物の容積率の最低限度

１０分の１０

ただし、公益上必要な建築物等についてはこの
限りではない。

１０分の３０ －

建築物の建蔽率の最高限度 １０分の６ １０分の６ －

建築面積の最低限度

２００㎡

ただし、公益上必要な建築物等についてはこの
限りではない。

３００㎡ －

建築物の敷地面積の最低限度
５００㎡

ただし、公益上必要な建築物等についてはこの限りではない。

壁面の位置の制限

建築物の外壁又はこれに代わる柱は計画図に示す壁面線を超えて建築してはならない。
ただし、次の各号の一に該当する建築物等はこの限りではない。

(1) 道路上に設けられた横断歩道橋又は歩行者デッキと接続する歩行者デッキ及び歩行者デッキ上に設けられた歩行
者の安全性を確保するために必要な上屋、ひさしの部分その他これらに類する建築物等の部分

(2) 道路と接続する歩行者用の通路及び車路その他これらに類する用途に供する建築物等の部分
(3) 公益上必要な建築物等で当該建築物の敷地内に存するもの

建築物等の高さの最高限度

３０ｍ

Ｔ．Ｐ．からの高さとし、階段室、昇降機塔等
の部分及び棟飾等の屋上突出物を含むものとする。

１４９ｍ

Ｔ．Ｐ．からの高さとし、階段室、昇降機塔等
の部分及び棟飾等の屋上突出物を含むものとする。

－

建築物等の形態又は意匠の制限
屋外広告物は建築物との一体性、歩行者空間との調和等に配慮した設置位置、形態、規模、デザイン等とし、

良好な都市景観の形成に努める。

3

■ 建築物等に関する事項（追加するもの）

○壁面の位置の制限○ 地区施設等の配置
【凡例】
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凡例

：歩行者通路

：歩道状空地

：広場状空地

：緑地

：緑道

種類 名 称 幅 員 延 長 備 考

その他の
公共空地 歩道状空地14号 4ｍ 約７５ｍ 新設

■ 地区施設の配置及び規模（追加するもの）

（※）Ｅ西地区は既決定事項

（※）

（※）

（※）



変更前 第３種高度地区 準防火地域

約0.9ha

変更後 － 防火地域

変更前 第３種高度地区 準防火地域

約0.5ha

変更後 第３種高度地区 防火地域

■概要
名称 大崎駅西口F南地区第一種市街地再開発事業

施行区域 約0.6ha

公
共
施
設
の
配
置
及
び

規
模

種別 名称 規模 備考

幹線道路 地区幹線1号
幅員12ｍ、
延長約77ｍ

既設 (一部改良、用地整理)

区画道路

特別区道
Ⅱ-78

幅員2ｍ（約4ｍ）
延長約45ｍ

整備済 (用地整理)
全幅員4ｍ

特別区道
Ⅱ-80

幅員2ｍ（約4ｍ）
延長約12ｍ

用地整理
全幅員4ｍ

建
築
物
の

整
備
等

建築敷地面積 建築面積 延べ面積（容積対象面積） 主要用途 建築物の高さの限度

約5,100㎡ 約3,100㎡
約49,200㎡

(約33,200㎡)

住宅、事務所、
店舗、保育所、

駐車場等

高層部：A 149ｍ B：106ｍ
低層部：A 30m B 11m

※TPからの高さとする

住宅建設
の目標 

戸数 面積

約500戸 約40,900㎡

大崎駅西口Ｆ南地区第一種市街地再開発事業 高度地区、防火地域・準防火地域について

■公共施設
の配置図

■建築物の
高さの
制限図

Ｅ西地区

Ｆ北地区

F南地区

大崎駅西口地区 都市計画案の概要等

高さ限度30ｍ高さ限度30ｍ

特別区道Ⅱ-78

特別区道Ⅱ-80

地区幹線１号施行区域

2ｍ

土地境界

現況道路境界

現況道路境界

現況道路境界

現況道路中心

高さ限度149ｍ高さ限度149ｍ

高さ限度11ｍ高さ限度11ｍ

高さ限度106ｍ

施行区域

4ｍ2ｍ
現況道路境界

4ｍ

2ｍ

※TPからの高さとする

8ｍ

2ｍ

36ｍ

2ｍ

24ｍ40ｍ

2ｍ

4ｍ

現況道路境界見通し線

現況道路中心

現況道路境界見通し線

特別区道Ⅱ-129

特別区道Ⅱ-130

現況道路境界見通し線

特別区道Ⅱ-78

地区幹線１号

土地境界

現況道路境界

現況道路境界

現況道路境界見通し線

現況道路境界見通し線

特別区道Ⅱ-129

特別区道Ⅱ-130

現況道路境界見通し線

現況道路中心

現況道路中心

特別区道Ⅱ-80

4



【地区計画の都市計画案の縦覧場所】（各所管）
●東京都 都市整備局 都市づくり政策部 都市計画課
                      （東京都庁第二本庁舎１２階北側）

 住所：東京都新宿区西新宿二丁目８番１号
 TEL：０３－５３８８－３２１３（直通）

●品川区 都市環境部 都市計画課（本庁舎６階）

住所：東京都品川区広町2－1－36
TEL ：０３－５７４２－６５３２（直通）

【第一種市街地再開発事業、高度地区、防火・準防火地域の
都市計画案の縦覧場所】
●品川区 都市環境部 都市開発課（本庁舎６階）

住所：東京都品川区広町2－1－36
TEL ：０３－５７４２－６５３２（直通）

【地区計画の都市計画案に対する意見書の提出先】
   住 所：〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目８番１号
送付先：東京都 都市整備局 都市づくり政策部 都市計画課

                 （東京都庁第二本庁舎１２階北側）
TEL ：０３－５３８８－３２２５（直通）

【第一種市街地再開発事業、高度地区、防火・準防火地域の
都市計画案に対する意見書の提出先】
住 所：〒140-8715 東京都品川区広町2－1－36

送付先：品川区 都市環境部 都市計画課（本庁舎６階）
TEL ：０３－５７４２－６５３２（直通）

【問い合わせ先】（各所管）
●東京都 都市整備局 都市づくり政策部 土地利用計画課 

再開発等促進区担当
（東京都庁第二本庁舎１２階北側）

TEL ：０３－５３８８－３３１８（直通）
●品川区 都市環境部 都市開発課（本庁舎６階）

TEL ：０３－５７４２－６７６４（直通）

都市計画決定告示

東京都都市計画審議会

平成２９年12月頃

地区計画案の作成

都 市 計 画 案 の 縦 覧

平成２９年１０月１０日 ～１０月2４日

都 市 計 画 案 の 説 明 会【本日】

平成２９年１０月１０日

品川区都市計画審議会

平成２９年11月頃 

縦覧場所及び意見書の提出先等について今後のスケジュール（都市計画手続き予定）
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意 見 書 の 提 出

平成２９年１０月１０日 ～１０月2４日必着

第一種市街地再開発事業

高度地区

防火・準防火地域

地区計画

※閉庁日を除く

※閉庁日を除く

地区計画原案の説明会

地区計画原案の縦覧・意見書の提出

平成２９年８月



大崎駅西口地区

Ｆ南地区・Ｅ西地区における整備計画（案）の概要について

＜参考＞

平成２９年10月10日

東京都・品川区

資料２



Ｆ南地区

開発整備の基本方針

※今後の行政協議や詳細設計により変更が生じる場合があります。

1

事業予定者
大崎三丁目地区市街地

再開発準備組合

計画地 品川区大崎三丁目７番地

敷地面積 約５，１００㎡

建築面積 約３，１００㎡

延べ面積 約４９，２００㎡

容積対象面積 約３３，２００㎡

主要用途 住宅/事務所/店舗/保育所

建物高さ 約１４３ｍ（ＴＰ+１４９ｍ）

階数 地上３９階 地下２階

着工/竣工 平成３１年度/平成３４年度

① 都市型住宅、生活支援施設、業務施設

の導入による複合市街地の形成

② 駅と周辺市街地をつなぐ歩行者ネット

ワークの形成

③ 周辺市街地に配慮した緑化空間の形成

④ 地上部の歩行者空間の充実

開発整備のイメージ

事業予定者 (株)明電舎

計画地 品川区大崎二丁目222-4

敷地面積 約１，１００㎡

建築面積 約６６０㎡

延べ面積 約３，７００㎡

容積対象面積 約３，３００㎡

主要用途 事務所

建物高さ 約２３ｍ（ＴＰ+３０ｍ）

階数 地上６階 地下１階

着工/竣工 平成３０年度/平成３１年度
①広場状空地のイメージ（芳水小学校より東側を見る）

③歩行者通路のイメージ
（E東地区よりF南地区を見る）

Ｅ西地区

②緑道のイメージ
（Ｆ南地区北側より西側を見る）

④緑地のイメージ
（Ｅ西地区西側より北側を見る）

観音寺

大崎駅
TP+11.6

Ｆ南地区
TP+11.6

TP+5.7

Ｅ西地区
TP+13.3

大崎駅南改札方面

TP+13.3〇歩道状空地
快適かつゆとりある
歩行者空間の形成

Ｅ東地区

〇歩行者通路
高低差のある地形を解消し大崎
駅と周辺市街地を接続する歩行
者ネットワークの整備

芳水小学校

〇広場状空地
地域に開かれ緑豊か
で潤いが感じられる
オープンスペース

・TP+11.2

〇広場状空地･
緑地･緑道

周辺市街地に
配慮した緑化
空間の形成

公園
（既設）

地区計画の区域

Ｆ北地区
Ｆ東地区

居木神社

〇緑道
歩行者通路と連携し、
地域の歩行者ネット
ワークを形成

①

④

③

②

緑地
（既設）

TP+9.2

Ｅ西地区

Ｆ南地区

大崎駅

大崎駅西口地区 Ｆ南地区・Ｅ西地区における整備計画（案）の概要



日照（冬至）風環境

建設前

※今後の行政協議や詳細設計により変更が生じる場合があります。

2

※測定高さ：平均ＧＬ±0ｍ（F南地区平均GL：TP+7.9m、E西地区平均GL ：TP+7.1m）建設後(対策後)

※5時間/3時間の測定面は 平均GL＋6.5m、4時間/2.5時間の測定面は 平均GL＋4m

時刻別

0  20  50     100             200m

･･･   8：00

･･･   9：00

･･･ 10：00

･･･ 11：00

･･･ 12：00

･･･ 13：00

･･･ 14：00

･･･ 15：00

･･･ 16：00

等時間

0       10       20                          50m

規制される日影時間

4時間

3時間以上5時間

2.５時間以上

敷地境界線又
は道路中心線
から５ｍを超
え１０ｍ以内
の範囲

敷地境界線又
は道路中心線
から１０ｍを
超える範囲

大崎駅西口地区 Ｆ南地区・Ｅ西地区における整備計画（案）の概要

A（住宅地） B（低中層市街地）

相当
C（中高層市街地） D（強風地域）

領域
区分
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